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 ④れんげＤＥウォーキング（10 月 24 日） 

 参加者：73 名（一般募集 50 名、ウォーキング協会 23 名） 

 指導者：紀の川市ウォーキング協会、海神社 山田宮司 

 内容：めっけもん広場周辺 4 ㎞ウォーキング、れんげの種まき 

 概要：食育意識高揚、健康づくり、仲間作り、環境保全、郷土愛醸成など、多くの効果が期

待できる食育イベントとして初めて開催。ウォーキング中には稲刈り後の田や色づいた柿、

野菜や植物など参加者同士談笑しながら、農のある風景を満喫している様子であった。約

４㎞の行程のウォーキング終了後、めっけもん広場第３駐車場隣接の約２０a の水田に、班

別区画にれんげの種まきを行った。春にはきれいな花が咲くだけでなく、地力増進効果が

あることも説明。紀の川市ウォーキング協会や海神社、れんげ畑を準備していただいた三

浦さんなど、地域連携の成果であり、JA ならではの地域を巻き込んだモデル的な食育イベ

ントにすることが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めっけもん広場をスタート 地域の歴史について学ぶ 親子でれんげの種まき 

募集チラシ ウォーキングコース 
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 ⑤さつま芋ほり体験（10 月 13 日） 

 参加者：園児 142 名 

 内容：さつま芋ほり（2 人１株）、コンバインによる稲刈りの見学 

 概要：都市と農村の交流拠点めっけもん広場として、また JA の地域貢献活動のひとつとして、

次代を担う子ども達への食と農に触れる機会提供として実施。招待したのはめっけもん広

場近隣にある「なるき保育所」の全園児。大きなさつまいもを探し当てる度にあがる子ど

も達の歓声に、食農教育の重要性と JA としての責務をあらためて強く感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥玉ねぎオーナー園（11 月 7 日） 

 参加者：263 人 （大人 154 人、子ども 109 人） 

 指導者：体験農業部会 5 人（中野、上野、杉本、山下、平岡）、アグリコ ９人（和歌山大

学援農サークル） 

 内容：玉ねぎの植え付け体験（1 区画 50 本）、食育〇×クイズ 

 概要：毎年恒例、自分の区画を植え付け＆収穫を行う「玉ねぎオーナー園」。体験とともに食

育〇×クイズを実施し、食育イベントとしての充実を図った。参加者は家族連れが多く、

子どもに土に触れ、作物を育て・収穫する喜びを手軽に経験させたい、そんな思いが伝わ

る食育イベントである。 

 

 

 

 

 

 

  

 ⑦フードトレイン ～JA 紀の里×JR 西日本～（11 月 28 日） 

 参加者：27 名 

 内容：旅育（駅ってどんなところ）、みかん収穫体験、食育漫才、食育マジックショー、野菜

ビンゴ 

 概要： JR 西日本和歌山支社との連携により、初めて企画した体験イベント。JR 和歌山線の

沿線地域の活性化と、食育をより効果的にすすめることを目的に開催。ニーズが多岐にわ

たる消費者に対し、食育だけでなく、多角的な要素を取り入れたアプローチ策となった。

今回の参加者は、普段 JA の体験イベントに参加している「あぐりん Club♪会員」。食育に

畑で宝さがし 大きなさつま芋がとれたよ 黄金色の稲穂で秋を実感 

親子で植えつけ 114 区画の植え付けが完了 食育○×クイズにも挑戦 




